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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ・チャネルを動作させるために基地局により利用される第１の周波数帯上で１次
パイロットを送信することと、
　前記基地局のために動作するデータ・チャネルを欠いている、第２の周波数帯上で２次
パイロットを送信することと、
　パイロットが１次か２次かどうかをモバイルデバイスに示す情報を伝えること、
　を含む、無線通信環境において異なる周波数帯上でパイロットを通信することを容易に
する方法。
【請求項２】
　前記第１の周波数帯は、前記基地局に関連した１次チャネル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）である、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記情報を伝えることは、さらに、前記パイロットが１次か２次かに関係するデータを
含んでいるパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒ
ｄ：ＰＤＲ）を送信することを含む、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ＰＤＲは、各パイロットの前記基地局により送信された多くのパイロット、前記パ
イロットの識別子、周波数帯、前記パイロットが１次か２次か、対応する前記１次パイロ
ットのチャンネル帯域への前記２次パイロットのチャンネル帯域とパイロットＩＤ（ｐｉ
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ｌｏｔＩＤ）のマッピング、前記パイロットの送信パワー、または前記パイロットに関す
る他の物理層情報、のうちの少なくとも１つを含んでいる、請求項３の方法。
【請求項５】
　制御チャンネルまたはデータ・チャネルの少なくとも１つを介して前記モバイルデバイ
スへ前記ＰＤＲを送信することをさらに含む、請求項４の方法。
【請求項６】
　パイロット隣接レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＮＲ）を
形成するべく、少なくとも１つの異なるＰＤＲに結合するために、近隣の基地局へ前記Ｐ
ＤＲを転送することをさらに含む、請求項４の方法。
【請求項７】
　前記１次パイロットまたは前記２次パイロットの少なくとも１つはビーコンである、請
求項１の方法。
【請求項８】
　前記第１の周波数帯および前記第２の周波数帯は同じバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａｓ
ｓ）の内の異なるチャネルである、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記第１の周波数帯および前記第２の周波数帯は異なるバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａ
ｓｓ）の上のチャネルである、請求項１の方法。
【請求項１０】
　第１の周波数帯上で第１のパイロットを転送すること、第２の周波数帯上で第２のパイ
ロットを転送すること、前記第１のパイロットが１次パイロットであることを示す情報を
転送すること、および前記第２のパイロットが２次パイロットであることを示す情報を転
送すること、そこにおいて、基地局に対するデータ・チャネルは、前記第１の周波数帯を
使用し、前記第２の周波数から欠けている、に関係する命令を保存するメモリ、
　前記メモリにおいて保存された前記命令を実行するように構成された、前記メモリに結
合されたプロセッサ、
　を備える、無線通信装置。
【請求項１１】
　前記メモリは、さらに、前記第１のパイロットが前記１次パイロットであることを示す
情報、または前記第２のパイロットが前記２次パイロットであることを示す情報の少なく
とも１つを含んでいるパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　
Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を転送することと関係する命令を保存する、請求項１０の無線通
信装置。
【請求項１２】
　前記メモリは、さらに、制御チャンネルまたはデータ・チャネルの少なくとも１つを介
してモバイルデバイスに前記ＰＤＲを転送することに関係する命令を保存する、請求項１
１の無線通信装置。
【請求項１３】
　前記メモリは、少なくとも１つの近隣の基地局から少なくとも１つの異なるＰＤＲを得
ること、および前記少なくとも１つの異なるＰＤＲにパイロット隣接レコード（Ｐｉｌｏ
ｔ　Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＮＲ）を形成するために前記ＰＤＲを結合させ
ることに関係する命令をさらに保存する、請求項１１の無線通信装置。
【請求項１４】
　前記ＰＤＲは、さらに、前記第１のパイロットが前記第２のパイロットと関係している
という表示を含む、請求項１１の無線通信装置。
【請求項１５】
　データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅上で１次パ
イロットを送信するための手段と、
　前記基地局のために動作するデータ・チャネルを欠いている、第２の帯域幅上で２次パ
イロットを送信するための手段と、
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　各パイロットがそれぞれ１次であるか２次であるかを識別する情報を送信するための手
段、
　を備える、無線通信環境においてハンドオフを向上させるためにパイロットを通信する
ことを可能にする無線通信装置。
【請求項１６】
　各パイロットが、それぞれ１次であるか２次であるかを識別する情報を含んでいるパイ
ロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を
送信するための手段、前記ＰＤＲは、さらに、対応する１次および２次パイロットに対す
る物理層情報のマッピングも含んでいる、
　をさらに備えている請求項１５の無線通信装置。
【請求項１７】
　制御チャンネルまたはデータ・チャネルの少なくとも１つを介して前記ＰＤＲを送信す
るための手段をさらに備える、請求項１６の無線通信装置。
【請求項１８】
　パイロット隣接レコード（ＰＮＲ）を生み出すために、前記ＰＤＲを有する近隣の基地
局から１つ以上の異なるＰＤＲを組み立てるための手段をさらに備える、請求項１６の無
線通信装置。
【請求項１９】
　前記ＰＤＲは、さらに、前記１次パイロットと前記２次パイロットが両方とも前記基地
局から生じるという表示を含む、請求項１６の無線通信装置。
【請求項２０】
　データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅上で１次パ
イロットを転送することと、
　前記基地局に関連して動作するデータ・チャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パ
イロットを転送することと、
　各パイロットが１次か２次かをモバイルデバイスに示すパイロット明細レコード（Ｐｉ
ｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を転送すること、
　のための機械実行可能命令をその上に格納した機械可読媒体。
【請求項２１】
　前記機械実行可能命令は、さらに、制御チャンネルまたはデータ・チャネルの１つ以上
を介して前記ＰＤＲを転送することを含む、請求項２０の機械可読媒体。
【請求項２２】
　前記機械実行可能命令は、さらに、パイロット隣接レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｎｅｉｇｈ
ｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＮＲ）を発生するために、１つ以上の異なるＰＤＲに結合する
ために、近隣の基地局へ前記ＰＤＲを転送することを含む、請求項２０の機械可読媒体。
【請求項２３】
　前記ＰＤＲは、さらに、前記１次パイロットと前記２次パイロットの関係を示す、請求
項２０の機械可読媒体。
【請求項２４】
　無線通信システムにおいて、
　データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅上で１次パ
イロットを送信する、
　前記基地局に関連した動作するデータ・チャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パ
イロットを送信する、および、
　各パイロットが１次か２次かをモバイルデバイスに示すパイロット明細レコード（Ｐｉ
ｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を送信する、
ように構成されたプロセッサ、
　を備える装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　関連する出願の相互参照　
　本出願は、２００６年１１月２０日に提出された「移動体通信における改善された捕捉
およびハンドオフのための２次チャネル上でパイロットの送信（SENDING PILOTS ON SECO
NDARY CHANNELS FOR IMPROVED ACQUISITION AND HANDOFF IN CELLULAR COMMUNICATION）
」と表題をつけられた米国の仮特許出願連続番号６０／８６６，５０６の利益を主張する
。前述の出願の全体は、参照によりここに組込まれる。
【０００２】
　　分野
　以下の説明は、一般に無線通信に関する。そして特に無線通信システムにおけるハンド
オフを向上させるために２次チャネルを介して通信されたパイロットを使用することに関
する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、種々のタイプの通信を提供するために広く展開している。例えば
、音声および／またはデータはそのような無線通信システムを介して提供することができ
る。典型的な無線通信システム（あるいはネットワーク）は、１つ以上の共用資源（例え
ば帯域幅、送信パワー、…）に対する複数ユーザのアクセスを提供することができる。例
えば、システムは、周波数分割多重（ＦＤＭ）、時分割多重（ＴＤＭ）、符号分割多重（
ＣＤＭ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）およびその他のような様々な多重アクセス技
法を使用することができる。
【０００４】
　一般に、無線多重アクセス通信システムは、同時に複数のモバイルデバイスに対する通
信をサポートすることができる。各モバイルデバイスは、それぞれ、フォワードリンクお
よびリバース・リンクにおける送信を介して、１つ以上の基地局と通信することができる
。フォワードリンク（つまりダウンリンク）は、基地局からモバイルデバイスへの通信を
表す。そして、リバース・リンク（つまりアップリンク）はモバイルデバイスから基地局
への通信を表す。
【０００５】
　無線通信システムは、カバレージエリアを提供する１つ以上の基地局をしばしば使用す
る。典型的な基地局は、同報通信、マルチキャストおよび／またはユニキャスト・サービ
スに対する複数のデータ・ストリームを送信することができる。そこではデータ・ストリ
ームは、モバイルデバイスに対して独立した受信対象になり得るデータのストリームかも
しれない。そのような基地局のカバレージエリア内のモバイルデバイスは、複合ストリー
ムにより運ばれた、１つの、１つより多くの、またはすべてのデータ・ストリームを受信
するために使用され得る。同様に、モバイルデバイスは、基地局または別のモバイルデバ
イスへデータを送信することができる。
【０００６】
　ハンドオフが、一般に無線通信システム内で生じる。例えば、ハンドオフが基地局およ
び／または基地局セクタ間に生じる場合がある。ハンドオフすることは、１つ以上の基地
局および／またはセクタによって送信された信号の強さを測定するモバイルデバイスによ
り遂行され得る。モバイルデバイスは、一般に、一度にたった１つの周波数帯上で受信す
るためのハードウェア能力を持っているが、ワイヤレス・ネットワーク配備はしばしば１
つを超える周波数帯を動作のために使用する。したがって、モバイルデバイスは、少なく
とも１つの信号は第１の周波数帯からであり、そして、少なくとも別の信号は第２の周波
数帯からである、２つの（またはより多くの）信号が存在する地理的な領域において、縮
小した動作能力を体験する。特に、モバイルデバイスは、第１の周波数帯上で通信するこ
とができる。さらに、第２の周波数帯上の信号強度を測定するために（例えば第２の周波
数帯で動作する基地局へハンドオフすること可能にするために）、モバイルデバイスは、
（例えばモバイルデバイスが１つを超える周波数帯上の信号を所定の時間に受信すること
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を可能にすることができないので）一般に第１の周波数帯から離れてチューニングしなけ
ればならない。そのような離れたチューニングは、第１の周波数帯上の通信において混乱
を引き起こす場合があり、それによって、サービス品質が低下する。
【０００７】
さらに、従来の離れたチューニングはそのような混乱を減ずることができる信号プロトコ
ルを利用することをしばしば必要とする。それは計算上高価になりえる。さらに、複雑な
ハードウェア設計は、これらの従来の技法ための周波数間の高速スイッチングをサポート
するために一般に使用することができる。
【発明の概要】
【０００８】
　以下は、そのような実施形態の基本的理解を提供するために１つ以上の実施形態の単純
化された概要を提示する。この概要は、考えられるすべての実施形態の広範囲な概観でな
く、すべての実施形態のキーや重大な要素を識別せず、いずれかまたはすべての実施形態
の範囲を線引きしないように意図される。その唯一の目的は、後で示されるより詳細な説
明に対する前ぶれとして単純化された形式における１つ以上の実施形態のいくつかの概念
を提示することである。
【０００９】
　それらの１つ以上の実施形態および対応する開示に従って、種々の態様は、１次パイロ
ットおよび２次パイロットを活用することによりワイヤレス・ネットワーク配備における
、捕捉（ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ）およびハンドオフ（ｈａｎｄｏｆｆ）の向上を容易に
することに関連して説明される。配備は、動作のために１つより多くの周波数帯をサポー
トすることができる。しかし、モバイルデバイスは、与えられた時に１つの周波数帯上の
信号を受信することができる。したがって、基地局は、動作するデータ・チャネルに関連
した周波数帯上の１次パイロットに加えて基地局用データ・チャネルを欠いている周波数
帯上の２次パイロットも送信することができる。例えば、２次パイロットを転送するため
に使用された周波数帯は、同じバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａｓｓ）の内の異なるチャネ
ル、または１次パイロットを送信するために利用される周波数帯としての異なるバンドク
ラス（ＢａｎｄＣｌａｓｓ）上のチャネルになりえる。さらに、基地局は、各パイロット
が１次か２次かをモバイルデバイスに示す情報を伝えることができる。さらに、モバイル
デバイスは、ハンドオフ決定を遂げるために、パイロット・タイプ（例えば、１次か２次
の）と同様に信号強度についての情報を使用することができる。したがって、通信におけ
る混乱を減ずることができる。
【００１０】
　関連する態様に従って、無線通信環境における異なる周波数帯上のパイロットを通信す
ることを容易にする方法が、ここに説明される。方法は、第１の周波数帯上の１次パイロ
ットを送信することを含むことができる。第１の周波数帯はデータ・チャネルを動作させ
るために基地局により利用される。さらに、方法は、基地局のために動作するデータ・チ
ャネルを欠いている第２の周波数帯上で２次パイロットを送信することを含むことができ
る。さらに、方法は、パイロットが１次か２次かどうかをモバイルデバイスに示す情報を
伝えることを含むことができる。
【００１１】
　別の態様は無線通信装置に関する。無線通信装置は、第１の周波数帯上で第１のパイロ
ットを転送することと、第２の周波数帯上で第２のパイロットを転送することと、第１の
パイロットが１次パイロットであることを示す情報を転送することと、第２のパイロット
が２次パイロットであることを示す情報を転送すること、そこにおいて基地局のためのデ
ータ・チャネルは第１の周波数帯を使用しそして第２の周波数を欠いている、に関係する
命令を保存するメモリを含むことができる。さらに、無線通信装置は、メモリに結合され
、メモリにおいて保存された命令を実行するように構成されたプロセッサを含むことがで
きる。
【００１２】
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　さらに別の態様は、無線通信環境においてハンドオフを向上させるためにパイロットを
通信することを可能にする無線通信装置に関する。無線通信装置は、データ・チャネルを
動作するために基地局により使用される第１の帯域幅上で１次パイロットを送信するため
の手段を備えることができる。さらに、無線通信装置は、基地局のために動作するデータ
・チャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パイロットを送信するための手段を備える
ことができる。さらに、無線通信装置は、各パイロットが１次か２次かどうかを識別する
情報を送信するための手段を備えることができる。
【００１３】
　さらに、別の態様は、データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第
１の帯域幅上で１次パイロットを転送することと、基地局に関連して動作するデータ・チ
ャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パイロットを転送することと、各パイロットが
１次か２次かどうかをモバイルデバイスに示すパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄ
ｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を転送すること、のための機械実行可能
命令をその上に格納した機械可読媒体に関する。
【００１４】
　別の態様に従って、無線通信システムにおける装置は、データ・チャネルを動作するた
めに基地局により使用される第１の帯域幅上で１次パイロットを送信するように構成され
得るプロセッサを備えることができる。さらに、プロセッサは、基地局に関連して動作す
るデータ・チャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パイロットを送信するように構成
され得る。さらに、プロセッサは、各パイロットがそれぞれ１次か２次かどうかをモバイ
ルデバイスに示すパイロット明細レコード（ＰＤＲ）を送信するように構成され得る。
【００１５】
　他の態様によれば、無線通信環境内でハンドオフすること可能にするためにパイロット
を評価することを容易にする方法が、ここで説明される。方法は、共通の周波数帯上で異
なる基地局からの１セットのパイロットをモニタすることを含むことができる。そこでは
、そのセットは少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロット
を含んでいる。さらに、方法は、最も高い信号強度を持ったモニタされたパイロットのセ
ットからの最も強いパイロットを決めることを含むことができる。さらに、方法は、最も
強いパイロットが１次パイロットか２次パイロットかどうかを受信情報に基づいて識別す
ることを含むことができる。
【００１６】
　さらに、別の態様は、複数個の基地局からの１つの帯域幅上でパイロットをモニタする
ことと、パイロットの信号強度を測定することと、最も高い信号強度を持った特定のパイ
ロットを決めることと、および、パイロット明細レコード（ＰＤＲ）の情報に基づいて、
最も強いパイロットは１次か２次かどうかを決定すること、そこにおいて、前記モニタさ
れたパイロットは少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロッ
トを含む、に関する命令を保存するメモリを含むことができる無線通信装置に関する。さ
らに、無線通信装置は、メモリに結合され、メモリにおいて保存された命令を実行するよ
うに構成されたプロセッサを含むことができる。
【００１７】
　別の態様は、無線通信環境において１次および２次パイロットを利用してハンドオフを
可能にする無線通信装置に関する。無線通信装置は、１つより多くの基地局からの１セッ
トのパイロットを得るための手段を備えることができる。ここで前記パイロットのセット
は、少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロットを含む。さ
らに、無線通信装置は、セットで得られたパイロットの各々に関連した信号強度を測定す
るための手段を備えることができる。さらに、無線通信装置は、受信情報に基づいて得ら
れたパイロットが１次か２次かどうかを決定するための手段を備えることができる。
【００１８】
　さらに、別の態様は、１つより多くの基地局から１つの周波数帯上で１セットのパイロ
ットを得ること、ここで前記パイロットのセットは少なくとも１つの１次パイロットおよ
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び少なくとも１つの２次パイロットを含んでいる、前記セットで得られた個々パイロット
に関連する信号強度を測定すること、および、前記得られたパイロットが、パイロット明
細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）に含まれた
情報に基づいて、１次か２次かどうかを決定すること、のための機械実行可能命令をその
上に格納した機械可読媒体に関する。
【００１９】
　別の態様に従って、無線通信システムにおける装置は、複数個の基地局からの１つの帯
域幅上のパイロットをモニタするように構成されるプロセッサを備えることができる。前
記パイロットは、少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロッ
トを含んでいる。さらに、プロセッサはパイロットの信号強度を測定するように構成され
得る。さらに、プロセッサは最も高い信号強度を持った最も強いパイロットを決めるよう
に構成され得る。プロセッサは、さらに、最も強いパイロットがパイロット明細レコード
（ＰＤＲ）における情報に基づいて１次か２次かどうかを決定するように構成され得る。
【００２０】
　前で語られた目的の達成のために、１つ以上の実施形態は以下に完全に説明されかつ請
求項において特に指摘された特徴を含んでいる。以下の説明および添付された図面は、１
つ以上の実施形態の若干の実例となる態様を詳細に述べる。しかしながら、これらの態様
は、種々の実施形態の法則が使用することができる種々のしかし少数のやり方を示す。そ
して、説明される実施形態は、そのような態様およびそれらの等価物をすべて含むように
意図される。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】ここに述べられた種々の態様に従う無線通信システムの図である。
【図２】無線通信環境において捕捉（ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ）とハンドオフ（ｈａｎｄ
ｏｆｆ）を向上させるために１次パイロットおよび２次パイロットを通信することを可能
にする実例システムの図である。
【図３】無線通信環境においてハンドオフすること可能にするために１次パイロットおよ
び／または２次パイロットを評価する実例システムの図である。
【図４】無線通信環境においてハンドオフを有効にすること、およびパイロットを探索す
ることを可能にする実例システムの図である。
【図５】無線通信環境において異なる周波数帯上のパイロットを通信することを促進する
実例方法の図である。
【図６】無線通信環境内でハンドオフすること可能にするためにパイロットを評価するこ
とを促進する実例方法の図である。
【図７】無線通信システムにおいてハンドオフするために１次パイロットと２次パイロッ
トを利用することを促進する実例モバイルデバイスの図である。
【図８】無線通信環境において１次および２次パイロットを生成することを促進する実例
システムの図である。
【図９】ここに説明された種々のシステムおよび方法に関連して使用され得る実例ワイヤ
レス・ネットワーク環境の図である。
【図１０】無線通信環境においてハンドオフを向上させるためにパイロットを通信するこ
とを可能にする実例システムの図である。
【図１１】無線通信環境において１次パイロットと２次パイロットを利用してハンドオフ
を可能にする実例システムの図である。
【詳細な説明】
【００２２】
　次に種々の実施形態が図面を参照して説明される。そこにおいて、同じ参照数字が、全
体にわたって同じ要素を表すために使用される。以下の説明において、説明の目的のため
に、多数の特定の詳細が１つ以上の実施形態についての十分な理解を提供するために述べ
られる。しかしながら、そのような実施形態はこれらの特定の詳細なしで実施され得るこ
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とは明白かもしれない。他の事例において、周知の構成およびデバイスは、１つ以上の実
施形態を説明することを容易にするためにブロック図の形態で示される。
【００２３】
　本出願において使用されるように、用語「構成要素（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）」、「モジ
ュール」、「システム」、および、その同種ものは、コンピュータ関連のエンティティ、
ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフトウェ
ア、または実行中のソフトウェアのいずれかを表すように意図される。例えば、構成要素
は、プロセッサ上で動作するプロセス、プロセッサ、オブジェクト、エグゼキュータブル
（ｅｘｅｃｕｔａｂｌｅ）、実行のスレッド（ｔｈｒｅａｄ　ｏｆ　ｅｘｅｃｕｔｉｏｎ
）、プログラム、および／または、コンピュータ、であり得る、しかしこれらに限定され
ない。実例として、コンピューティング装置上で動作するアプリケーションおよびコンピ
ューティング装置の両方は、構成要素になりえる。１つ以上の構成要素は、実行のプロセ
スおよび／またはスレッド内に存在することができる。そして、構成要素は、１台のコン
ピュータに集中され得る、および／または、２台以上のコンピュータ間に分散され得る。
さらに、これらの構成要素は、その上に種々のデータ構成を格納する種々のコンピュータ
可読媒体から実行することができる。構成要素は、１つ以上のデータパケット（例えば、
ローカルシステム、分散型システムにおける、および／または、信号を介して他のシステ
ムをもつインターネットのようなネットワークを介して　別の構成要素と相互に作用する
１つの構成要素からのデータ）をもつ信号に従うように、ローカルプロセスおよび／また
は遠隔のプロセスを介して通信することができる。
【００２４】
　更に、種々の実施形態は、モバイルデバイスに関連してここに説明される。モバイルデ
バイスは、また、システム、加入者装置、加入者設備、移動局、モバイル、遠隔局、遠隔
端末、アクセスターミナル、ユーザ端末、端末、無線通信デバイス、利用者エージェント
、ユーザ装置またはユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）とも呼ばれるこ
とがある。モバイルデバイスは、携帯電話、コードレス電話、セッション設定プロトコル
（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＳＩＰ）電話、ワイヤレ
ス・ローカル・ループ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ｌｏｏｐ：ＷＬＬ）局、携帯情
報端末（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ：ＰＤＡ）、無線接続
能力を持っているハンドヘルド装置、コンピューティング装置または無線モデムに接続さ
れた他の処理デバイスであり得る。さらに、種々の実施形態は、基地局に関連してここに
説明される。基地局は、モバイルデバイスと通信するために利用することができ、アクセ
ス・ポイント、ノードＢまたは他のいくつかの専門用語で呼ばれ得る。
【００２５】
　さらに、ここに説明された種々の態様または特徴は、標準プログラミングおよび／また
はエンジニアリング技法を使用して、方法、装置、または製造物としてインプリメントす
ることができる。ここに使用されるような用語「製造物（ａｒｔｉｃｌｅ　ｏｆ　ｍａｎ
ｕｆａｃｔｕｒｅ）」は、任意のコンピュータ可読デバイス、キャリアまたは媒体からア
クセス可能なコンピュータプログラムを包含するように意図される。例えば、コンピュー
タ可読媒体は、磁気記憶装置（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディス
ク、磁気ストリップ、など）、光ディスク（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジ
タルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、など）、スマート・カードおよびフラッシュメモ
リデバイス（例えばＥＰＲＯＭ、カード、スティック、キードライブ、など）を含むこと
ができる。しかしこれらに限定されない。さらに、ここに説明された種々の記憶媒体は、
情報を格納するための１つ以上のデバイスおよび／または他の機械可読媒体を表すことが
できる。用語「機械可読媒体（ｍａｃｈｉｎｅ－ｒｅａｄａｂｌｅ　ｍｅｄｉｕｍ）」は
、制限されずに、命令および／またはデータを、保存する、運ぶ、および／または含むこ
とができる、無線チャネルおよび種々の他のメディアを含むことができる。
【００２６】
　次に、図１を参照すると、無線通信システム１００が、ここに示された種々の実施形態
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に従って示される。システム１００は、複数のアンテナグループを含むことができる基地
局１０２を備えている。例えば、１つのアンテナグループはアンテナ１０４および１０６
を含むことができる。別のグループはアンテナ１０８および１１０を含むことができる。
そして、追加のグループはアンテナ１１２および１１４を含むことができる。２本のアン
テナが各アンテナグループに関して示される。しかしながら、より多くの、または、より
少数のアンテナは、各グループに対して利用され得る。基地局１０２は、さらに送信機チ
ェーンおよび受信機チェーンを含むことができる。それらの各々は、当業者に認識される
ように、信号の送信および受信に関連した複数の構成要素（例えばプロセッサ、変調器、
マルチプレクサ、復調器、デマルチプレクサー、アンテナ、など）を順に含むことができ
る。
【００２７】
　基地局１０２は、モバイルデバイス１１６およびモバイルデバイス１２２のような１つ
以上のモバイルデバイスと通信することができる。しかしながら、基地局１０２が、本質
的に、モバイルデバイス１１６および１２２に類似の任意の数のモバイルデバイスと通信
することができることは、認識されるべきである。モバイルデバイス１１６および１２２
は、例えば、携帯電話、スマートフォン、ラップトップ、携帯型の通信装置、携帯型のコ
ンピューティング装置、サテライトラジオ、全地球測位システム（ｇｌｏｂａｌ　ｐｏｓ
ｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ、および／または、無線通信システム１００
上で通信するために適当な他のデバイス、であり得る。描かれたように、モバイルデバイ
ス１１６はアンテナ１１２および１１４と通信状態にある。ここで、アンテナ１１２と１
１４は、フォワードリンク１１８上でモバイルデバイス１１６に情報を送信する、そして
リバース・リンク１２０上でモバイルデバイス１１６から情報を受信する。さらに、モバ
イルデバイス１２２は、アンテナ１０４および１０６と通信状態にある。ただし、アンテ
ナ１０４と１０６はフォワードリンク１２４上でモバイルデバイス１２２に情報を送信す
る、そしてリバース・リンク１２６上でモバイルデバイス１２２から情報を受信する。周
波数分割デュプレックス（ＦＤＤ）システムにおいて、例えば、フォワードリンク１１８
は、リバース・リンク１２０により使用される周波数帯とは異なる周波数帯を利用するこ
とができ、そして、フォワードリンク１２４は、リバース・リンク１２６により使用され
る周波数帯とは異なる周波数帯を使用することができる。さらに、時分割デュプレックス
（ＴＤＤ）システムにおいて、フォワードリンク１１８およびリバース・リンク１２０は
、共通の周波数帯を利用することができ、そして、フォワードリンク１２４およびリバー
ス・リンク１２６は共通の周波数帯を利用することができる。
【００２８】
　アンテナの各グループおよび／または，通信するためにそれらが指定されたエリアは、
基地局１０２のセクタとして表わされ得る。例えば、アンテナグループは、基地局１０２
によりカバーされた地域のセクタのモバイルデバイスに通信することを目指すことができ
る。フォワードリンク１１８および１２４上の通信において、基地局１０２の送受信アン
テナは、モバイルデバイス１１６および１２２に対するフォワードリンク１１８および１
２４の信号対雑音比を改善するためにビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）を
利用することができる。また、基地局１０２が関連するサービス区域の中にランダムに散
在したモバイルデバイス１１６および１２２に送信するためにビームフォーミングを利用
している間、近隣のセルにおけるモバイルデバイスは、そのすべてのモバイルデバイスに
単一のアンテナを通して送信する基地局と比較して、より少ない干渉を受ける。
【００２９】
　システム１００は、動作のために複数個のチャネル（例えば周波数帯、チャンネル帯域
、帯域幅、…）を利用することができる。モバイルデバイス１１６および１２２は、所定
の時間に１つのチャネル上でデータを受信することができる。さらに、基地局１０２は、
モバイルデバイス１１６および１２２にデータを伝えるために１次チャネル（または１セ
ットの１次チャネル）を利用することができる。基地局１０２により利用される１次チャ
ネルのセットは、システム１００にサポートされた全ての複数個のチャネルのサブセット
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を含むことができる。したがって、システム１００が１０のチャネルをサポートする場合
、基地局１０２は、１０未満の１次チャネル（例えば１、２、３、…）を持ち得る。実施
例として、モバイルデバイス１１６および１２２は、特定の１次チャネル（例えば第１の
周波数帯）上で通信される基地局１０２からのデータを受信することができる。一方、異
なるモバイルデバイス（示されない）は異なる１次チャネル（例えば第２の周波数帯）を
介して異なる基地局（示されない）からデータを得ることができる。この実施例に従うと
、モバイルデバイス１１６および１２２は、基地局１０２および異なる基地局の両方から
の信号が得られるように、地理的に位置することができる。しかしながら、モバイルデバ
イス１１６および１２２は、一般に、異なる周波数帯における信号を同時に受信すること
ができない。したがって、従来のハンドオフ技法は、しばしば、ハンドオフを行う第２の
基地局（例えば異なる基地局）を探索する間、モバイルデバイス（例えばモバイルデバイ
ス１１６および１２２）を第１の基地局（例えば基地局１０２）から切り離すことを含ん
でいる。そのような従来の技法とは対照的に、システム１００は、通信において前述の混
乱を伴わずに、捕捉およびハンドオフを向上させる。
【００３０】
　システム１００は、１次パイロットおよび２次パイロットが基地局（例えば基地局１０
２）により通信され得ることを可能にする。１次パイロットは、同じ周波数上で基地局（
またはセクタ）により送信されるデータ・チャネルがある基地局（またはセクタ）により
周波数上で送信されるパイロットである。さらに、２次パイロットは、同じ周波数上で基
地局（またはセクタ）により送信されるデータ・チャネルがない基地局（またはセクタ）
により周波数上で送信されるパイロットである。例えば、２次パイロットを転送するため
に使用される周波数は、同じバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａｓｓ）の内の異なるチャネル
、または１次パイロットを送信するために利用される周波数としての異なるバンドクラス
（ＢａｎｄＣｌａｓｓ）上のチャネルでありえる。実例によれば、システム１００は、１
０のチャネルをサポートすることができる。これらのチャネルのうちの２つは、基地局１
０２用の１次チャネルでありえる。基地局１０２は、２つの１次チャネル上での１次パイ
ロットに加えて、システム１００によりサポートされる、残りの８つのチャネル（例えば
非１次チャネル）上で２次パイロットも送信することができる。したがって、基地局１０
２のレンジ内にある、モバイルデバイス（例えばモバイルデバイス１１６および１２２）
が動作しているチャネルには関係なく、１次または２次パイロットは基地局１０２から得
ることができる。さらに、パイロットが１次パイロットまたは２次パイロットかどうかと
関係する情報をモバイルデバイスに伝達することができる。さらに、モバイルデバイス１
１６および１２２は、受信パイロットに関連する信号の強度をモニタすることができる、
および／または、通信の混乱を減ずる間にハンドオフを遂げるべきかを決定することがで
きる。
【００３１】
　図２に関して、通信する１次パイロットおよび２次パイロットが無線通信環境において
捕捉とハンドオフを向上させることを可能にするシステム２００が示される。システム２
００は、１つ以上のモバイルデバイス（示されない）により通信することができる基地局
２０２を含んでいる。さらに、基地局２０２は、例えば認証、認可、会計、請求書作成な
どのような機能を行なうことができる、他の基地局および／または任意の異なるデバイス
（例えばサーバ）（示されない）と通信することができる。
【００３２】
　基地局２０２は、さらにデータ通報器２０４、帯域幅割当器２０６、パイロット発生器
２０８、およびパイロット明細報告器２１０を含むことができる。データ通報器２０４は
、（例えばアップリンクおよび／またはダウンリンクを介して）基地局２０２が１つ以上
のモバイルデバイスにデータを送信すること、および／または、それからデータを受信す
ること、を可能にすることができる。例えば、基地局２０２は、１つ以上の１次チャネル
に関係しているかもしれない。それに応じて、データ通報器２０４は、そのような１次チ
ャネルに関連する周波数帯を利用するデータ・チャネルを介してデータを通信することを
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容易にすることができる。例示されるように、データ通報器２０４は、帯域幅１上のデー
タ・チャネルの使用により、データを基地局２０２から、および／または、それに向けて
転送することを可能にすることができる。しかしながら、主張された主題は、この実施例
に限定されないことは認識されるべきである。
【００３３】
　帯域幅割当器２０６は、データが基地局２０２に、および／または基地局２０２から転
送される（例えばデータ通報器２０４の使用により）帯域幅、および／またはパイロット
が送信され得る帯域幅、を制御することができる。実施例に従い、帯域幅割当器２０６は
、データ通報器２０４による利用のために第１の帯域幅を割り当てることができる。した
がって、第１の帯域幅はデータ・チャネルを介してデータを通信するのに使用することが
できる。さらに、帯域幅割当器２０６は、異なるタイプのパイロット（例えば、１次パイ
ロット、２次パイロット）の通信のために利用される帯域幅を割り当てることができる。
したがって、例えば、帯域幅割当器２０６は、帯域幅１によって１次パイロットを転送し
、かつ帯域幅２によって２次パイロットを転送するようにパイロット発生器２０８を制御
することができる。帯域幅割当器２０６により遂げられるパイロットに関連する帯域幅割
り当ては、データ・チャネルのための帯域幅割り当ての機能になりえる。
【００３４】
　パイロット発生器２０８は、基地局２０２を示すパイロットを生み出すことができる。
パイロット発生器２０８は、１次パイロットおよび／または２次パイロットを発生するこ
とができる。パイロットは、例えばビーコンまたはビーコンのシーケンスであり得る。し
かしながら、主張された主題はそのように限定されない。さらに、パイロット発生器２０
８は、パイロットに諸情報を組み入れることができる。さらに、パイロット発生器２０８
は、１次チャネル（例えば帯域幅１）上で１次パイロットを、および、非１次チャネル（
例えば帯域幅２）上で２次パイロットを、送信するために、帯域幅割当器２０６により生
み出される帯域幅割り当てを利用することができる。パイロット発生器２０８は、周期的
にパイロットを送信したり、ランダムな時に、および同一性（ｉｄｅｎｔｉｔｙ）（例え
ば基地局２０２、セクタ、…、の同一性）の機能として決められた時、などにパイロット
を送信することができる。パイロット発生器２０８の利用により、基地局２０２はそれ自
身の１次チャネルに加えて、（例えばモバイルデバイスが基地局２０２の１次チャネルか
もしれないし、そうでないかもしれない、特定の時に配備にサポートされた任意のチャネ
ルを聴くことができるので）ワイヤレス・ネットワーク配備における任意の追加チャンネ
ル上でパイロット送信することができる。
【００３５】
　パイロット明細報告器（Ｐｉｌｏｔ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ｒｅｐｏｒｔｅｒ）２
１０は、パイロット発生器２０８によって生み出されるパイロットに関連する情報を生成
すること、および／または、それをモバイルデバイスに送信することができる。例えば、
パイロット明細報告器２１０は、パイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を作成することができる。付加的にまたは択一的に、
パイロット明細報告器２１０は、メモリからＰＤＲを検索することができる。ＰＤＲは、
例えば、各パイロットに関して基地局２０２（またはセクタ）により送信される多くのパ
イロット、パイロットの識別子（例えばパイロットの物理層識別、ＰｉｌｏｔＩＤ、…）
、周波数帯、パイロットは１次か２次か、物理層情報のマッピング、（例えば、パイロッ
トＩＤ（ｐｉｌｏｔＩＤ）および対応する１次パイロットのチャンネル帯域にマッピング
された２次パイロットのチャンネル帯域）、パイロットの送信パワー、および／または、
例えばＯＦＤＭパイロットの周期的なプリフィックス、持続期間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）な
どのようなパイロットに関する他の物理層情報、を含むことができる。パイロット明細報
告器２１０は、データ・チャネル（例えば、１次パイロットに関係している）、制御チャ
ンネルなどを介してＰＤＲを送信することができる。別の実施例によれば、パイロット明
細報告器２１０は、パイロット発生器２０８により生み出されたパイロットの中へＰＤＲ
に含まれる情報の少なくとも一部分を組込むことができる。したがって、基地局２０２か
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らパイロットを受信するモバイルデバイスは、パイロットが１次パイロットまたは２次パ
イロットかどうかを決定するためにＰＤＲに含まれる情報を評価することができる。
【００３６】
　パイロット明細報告器２１０は、さらに、異なる基地局（または異なるセクタ（示され
ない））にＰＤＲを送信すること、および／または、そのような異なる基地局（または異
なるセクタ）からＰＤＲを受信することができる。近隣の基地局（または近隣のセクタ）
からのＰＤＲは、パイロット隣接レコード（ｐｉｌｏｔ　ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｒｅｃｏｒ
ｄ：ＰＮＲ）を発生するために、パイロット明細報告器２１０により相互に結合させられ
得る。任意の数の隣接からの情報は、ＰＮＲに含むことができる。例えば、Ｎ個の最も強
い隣接からのＰＤＲの結合はＰＮＲを生み出すために利用することができる。ここで、Ｎ
は任意の整数であり得る。ＰＮＲは、その後、メモリに保存され、ダウンリンク（例えば
１つ以上のモバイルデバイスに対して）などを介して送信され得る。
【００３７】
　図３に移って、無線通信環境においてハンドオフすること可能にするために１次パイロ
ットおよび／または２次パイロットを評価するシステム３００が図示される。システム３
００は、１つ以上の基地局（例えば図２の基地局２０２）により通信することができる、
モバイルデバイス３０２を含んでいる。モバイルデバイス３０２は、通信のために１つ以
上の帯域幅が使用される場所に位置することができる。例えば、示されるように２つの帯
域幅（例えば帯域幅１および帯域幅２）を使用することができる。しかし、任意の数の帯
域幅がワイヤレス・ネットワーク内で利用されるかもしれないことは認識されるべきであ
る。所定の時間に、モバイルデバイス３０２は、１つの帯域幅を介して通信される信号を
受信することができる。実施例によれば、モバイルデバイス３０２が帯域幅１上を横断す
る信号を得る時に、帯域幅２を介して通信される他の信号は、モバイルデバイス３０２に
より受信されない。
【００３８】
　モバイルデバイス３０２は、１つ以上の基地局により通信されるパイロットを、探索す
ること、得ること、および／または評価することができるパイロット・モニタ３０４を含
んでいる。パイロット・モニタ３０４は、受信パイロットに基づいて基地局の同一性を決
めることができる、および／または、そのようなパイロットの分析に基づいてハンドオフ
を遂行するべきかどうか決定することができる。モバイルデバイス３０２がアイドル状態
および／または接続状態にある間、パイロット・モニタ３０４はパイロットを分析するこ
とができる。アイドル状態にいる間、モバイルデバイス３０２は活発なやり方でデータを
受信している必要はない。むしろ、モバイルデバイス３０２は、アイドル状態の間、基地
局から送信されたページを得ることができる。さらに、モバイルデバイス３０２は、実質
的に同時にパイロットを得る、および／または評価する時、データがチャネルの上で通信
され得るように、パイロットをモニタする間、接続状態であり得る。
【００３９】
　さらに、モバイルデバイス３０２は、受信パイロットに関連するＰＤＲを受信すること
ができ、データベースにおいてそのようなＰＤＲを組み立てて保存することができる。例
えば、モバイルデバイス３０２が地理的な領域から立ち去り、後でその地理的な領域へ戻
る時、ＰＤＲのデータベースを活用することができる。したがって、ＰＤＲを再び蓄積す
るのではなく、モバイルデバイス３０２（および／または、パイロット・モニタ３０４）
はデータベースにおいてＰＤＲを使用することができる。それはより迅速なアクセスを提
供することができる。
【００４０】
　パイロット・モニタ３０４は、さらにパイロット強度アナライザー３０６およびパイロ
ット・タイプ・エバリュエーター３０８を含むことができる。パイロット強度アナライザ
ー３０６は、各受信パイロットの強さを決めることができる。さらに、パイロット強度ア
ナライザー３０６は、（例えば最大強度を持つパイロットを識別するために）複数個の受
信パイロットの強さを互いに比較することができる。パイロット強度アナライザー３０６
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により生み出されたパイロットの強度は、ハンドオフ決定を遂げるためにパイロット・モ
ニタ３０４により活用され得る。
【００４１】
　パイロット・タイプ・エバリュエーター３０８は、得られたパイロットが１次パイロッ
トか２次パイロットかどうか決定することができる。例えば、パイロットに対応するＰＤ
Ｒは、モバイルデバイス３０２により受信され得る（例えば、…、メモリからデータ・チ
ャネルおよび制御チャンネルを介して）。そして、パイロット・タイプ・エバリュエータ
ー３０８は、パイロットが１次か２次かどうかを識別するために、そこに含まれる情報を
分析することができる。別の実例によれば、パイロット・タイプ・エバリュエーター３０
８は、そのようなパイロットが１次か２次かどうかを決定するために受信パイロット内に
組込まれた情報を評価することができる。さらに、パイロット・タイプ・エバリュエータ
ー３０８が、特定のパイロットは２次パイロットであることを識別すると、対応する１次
パイロットが通信される帯域幅は決定され得る（例えば、最も強い測定されたパイロット
に関連した１次パイロットの帯域幅（それは偶然２次パイロットである）は、…、ＰＤＲ
に基づいて判読され得る）。
【００４２】
　モバイルデバイス３０２は、さらに、モバイルデバイス３０２により聴かれる帯域幅を
制御する帯域幅チューナー３１０を含んでいる。さらに、帯域幅チューナー３１０は、信
号を受信するための帯域幅間を移行することができる。実施例によれば、帯域幅チューナ
ー３１０は、最初の時に帯域幅１上の信号を得るためにモバイルデバイス３０２を合わせ
ることができる。帯域幅１に合わせられた間、パイロット・モニタ３０４は、１次パイロ
ットＡ（例えば、基地局Ａ（示されない）により送信された）および２次パイロットＢ（
例えば、基地局Ｂ（示されない）により送信された）を得ることができる。パイロット強
度アナライザー３０６は、１次パイロットＡおよび２次パイロットＢの強さを決めること
ができる。１次パイロットＡが最も強い測定されたパイロットであると識別される場合に
は、パイロット・タイプ・エバリュエーター３０８はそれが１次パイロットであると決め
ることができる。したがって、帯域幅チューナー３１０は、モバイルデバイス３０２が聴
く帯域幅を変更する必要はない。さらに、２次パイロットＢがパイロット強度アナライザ
ー３０６により最も強いと測定される場合には、パイロット・タイプ・エバリュエーター
３０８は、そのようなパイロットが２次パイロットであり、対応する１次パイロットが帯
域幅２を介して通信されることを決めることができる。その後、帯域幅チューナー３１０
は、データを受信するためにモバイルデバイス３０２を帯域幅２に合わせるようにするこ
とができる。
【００４３】
　図４に移って、無線通信環境においてパイロットの探索を可能にし、そしてハンドオフ
を遂げるシステム４００が図示される。システム４００は、２つの帯域幅（例えば帯域幅
１、帯域幅２）を利用してモバイルデバイス４０６（例えば図３のモバイルデバイス３０
２）と通信することができる基地局Ａ　４０２（例えば図２の基地局２０２）および基地
局Ｂ　４０４（例えば基地局２０２）を含んでいる。しかしながら、システム４００は、
一例を表し、任意の数の基地局、任意の数のモバイルデバイス、および任意の数の帯域幅
を、主張された主題に関連して利用することができることは認識されるべきである。基地
局Ａ　４０２は、帯域幅１（例えば、帯域幅１は、基地局Ａ　４０２に関連したデータ・
チャネルを含むことができる）上で１次パイロット（ｐｒｉｍａｒｙ　ｐｉｌｏｔ）Ａを
、および帯域幅２上で２次パイロット（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｐｉｌｏｔ）Ａを送信する
ことができる。基地局Ｂ　４０４は、帯域幅２（例えば、帯域幅２は、基地局Ｂ　４０４
に関連したデータ・チャネルを含むことができる）上で１次パイロットＢを、および帯域
幅１上で２次パイロットＢを送信することができる。さらに、モバイルデバイス４０６は
、アイドル状態（ｉｄｌｅ　ｓｔａｔｅ）および／または接続状態（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ
　ｓｔａｔｅ）で動作することができる。
【００４４】
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　アイドル状態にいる間、モバイルデバイス４０６はパイロットを探すことができる。異
なる基地局（または異なるセクタ）の強さを測定するために、モバイルデバイス４０６は
、１つの周波数帯幅上でのみパイロットを所定の時間に測定し、最も強い測定されたパイ
ロットを決めることができる。実例によれば、モバイルデバイス４０６は、帯域幅１を聴
くことができ、したがって、基地局Ａ　４０２からの１次パイロットＡおよび基地局Ｂ　
４０４からの２次パイロットＢを、受信することができ、そして強さを決めることができ
る。さらに、モバイルデバイス４０６は、１次パイロットＡが１次パイロットであること
、および２次パイロットＢが２次パイロットであることを決めるためにＰＤＲを利用する
ことができる。さらに、モバイルデバイス４０６は、２次パイロットＢに関連した１次パ
イロットの帯域幅を識別する（例えば、１次パイロットＢは帯域幅２で通信されると決定
することができる）ためにＰＤＲを使用することができる。従って、２次パイロットＢが
最も強いパイロットであると測定された場合、モバイルデバイス４０６は、帯域幅２上の
１次パイロットＢからページを受信して登録するために選択することができる。その結果
、パワーをパイロット・サーチフェーズの間にセーブすることができる。そして、モバイ
ルデバイス４０６において複雑さを減少することができる。
【００４５】
　別の実施例に従って、モバイルデバイス４０６は接続状態にあり得る。接続状態におい
てパイロットを探している間、測定はモバイルデバイス４０６にて行なうことができる、
その一方でネットワークにてアクティブセットを決定することができる。アクティブセッ
トは、モバイルデバイスが資源を割り当てており、それによりモバイルデバイスが容易に
通信することができる、１セットの１次パイロットである。実例によれば、モバイルデバ
イス４０６は、基地局Ａ　４０２（例えば帯域幅１を利用して）に接続することができる
。モバイルデバイス４０６は、１次パイロットＡおよび２次パイロットＢの強さを測定す
ることができる。その後、モバイルデバイス４０６は、基地局（またはセクタ）から受信
された信号強度をネットワークに報告することができる。モバイルデバイス４０６が１次
パイロットからの強い信号強度を報告する場合、ネットワークはアクティブセットにその
１次パイロットを加えることができる。端末が２次パイロットからの強い信号強度を報告
する場合、ネットワークはアクティブセットに対して、２次パイロットを送信する基地局
（またはセクタ）の１次パイロットを加えることができる。したがって、２次パイロット
は、他のいくつかの周波数に上で１次パイロットを持っている基地局（またはセクタ）か
ら信号強度をモバイルデバイス４０６が測定することを助長することができる。
【００４６】
　接続状態にいる間、モバイルデバイス４０６は、高速スイッチングを遂げることができ
るアクティブセットにある基地局（またはセクタ）については、モバイルデバイス４０６
は、基地局から受信された信号強度に依存して基地局のうちの１つへ切り替わることを決
定することができる。例えば、モバイルデバイス４０６は、そのアクティブセットにおい
て２つの基地局４０２－４０４からの１次パイロットを受けることができる。そして、２
つのパイロットは、異なる周波数上（例えば、帯域幅１上に１次パイロットＡおよび帯域
幅２上に１次パイロットＢ）にいることができる。それから、モバイルデバイス４０６が
、帯域幅１上で基地局Ａ　４０２と通信している間、それは基地局Ｂ　４０４により帯域
幅１に送信された２次パイロット（例えば２次パイロットＢ）を測定することができる。
この２次パイロットが十分な信号強度を持っていれば、モバイルデバイス４０６は帯域幅
２に切り替わることができ、基地局Ｂ　４０４と通信を始めることができる。モバイルデ
バイス４０６における測定と決定のプロセスは、例えば、１次および２次パイロットの送
信パワーについての情報、および２次パイロットに関する他の情報（例えば、それはＰＤ
Ｒの一部として供給され得る）により助長することができる。
【００４７】
　図５－６を参照すると、無線通信環境における捕捉およびハンドオフを向上させること
を可能にするために、１次および２次パイロットを利用することに関する方法、が示され
る。説明を単純にするために、方法は、一連の行為として示され説明されるが、その方法
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は、いくつかの行為が、１つ以上の実施形態に従って、異なる順序で、および／または、
ここに示され説明された他の行為と同時に起こり得るように、行為の順序により限定され
ないことは理解され認識されるべきである。例えば、当業者は、方法が状態遷移図におけ
るような一連の相互関係がある状態またはイベントとして択一的に表すことができるかも
しれないことを理解し認識するだろう。さらに、示されたすべての行為が、１つ以上の実
施形態に従って方法をインプリメントするために要求されるとは限らない場合がある。
【００４８】
　図５に移って、無線通信環境における異なる周波数帯上でパイロットを通信することを
容易にする方法が示される。５０２において、１次パイロットを第１の周波数帯上で送信
することができる。ここで、データ・チャネルを動作させるために基地局により第１の周
波数帯を利用することができる。第１の周波数帯は１次チャネル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｈ
ａｎｎｅｌ）になりえる。さらに、基地局は、任意の数の１次チャネルを持つことができ
、そして、１次パイロットは１次チャネルを介して通信することができることは考えられ
る。５０４において、２次パイロットは、基地局のための動作するデータ・チャネルを欠
いている第２の周波数帯上で送信され得る。任意の数の非１次チャネル（例えば、特定の
基地局に関連する動作するデータ・チャネルを欠いている周波数帯）上で任意の数の２次
パイロットを送信することができることは、認識されるべきである。
【００４９】
さらに、第２の周波数帯は、第１の周波数帯と同じバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａｓｓ）
　の内の異なるチャネルであり得る。別の実施例によれば、第１の周波数帯および第２の
周波数帯は異なるバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａｓｓ）上のチャネルであり得る。５０６
において、パイロットが１次か２次かをモバイルデバイスに示す情報を伝えることができ
る。例えば、情報はパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒ
ｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）に含むことができる。実例によれば、ＰＤＲは、データ・チャネル
、制御チャンネルなどで、モバイルデバイスに送信することができる。付加的にまたは択
一的に、ＰＤＲは異なる近隣の基地局へ転送することができ、その後パイロット隣接レコ
ード（Ｐｉｌｏｔ　Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＮＲ）を形成するために１つ以
上のＰＤＲと結合することができる。ＰＤＲは、例えば、各パイロットに関して基地局２
０２（またはセクタ）により送信される多くのパイロット、パイロットの識別子（例えば
パイロットの物理層識別、ＰｉｌｏｔＩＤ、…）、周波数帯、パイロットは１次か２次か
、物理層情報のマッピング（例えば、対応する１次パイロットのチャンネル帯域にマッピ
ングされた２次パイロットのチャンネル帯域およびパイロットＩＤ（ｐｉｌｏｔＩＤ））
、パイロットの送信パワー、および／または、例えばＯＦＤＭパイロットの、周期的なプ
リフィックス、持続期間などのようなパイロットに関する他の物理層情報、を含むことが
できる。さらなる実例に従って、１次パイロットおよび／または２次パイロットはビーコ
ンでありうる。しかしながら、主張された主題はそのように限定されない。
【００５０】
　図６に関して、無線通信環境内にハンドオフすること可能にするためにパイロットを評
価することを容易にする方法６００が示される。６０２において、異なる基地局からの１
セットのパイロットは、共通の周波数帯上でモニタすることができる。そこでは、セット
は少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロットを含むことが
できる。モバイルデバイスがアイドル状態および／または接続状態にある間、モニタリン
グを遂行することができる。６０４において、モニタされたパイロットのセットからの最
も強いパイロットは、最も高い信号強度を持つと決定することができる。したがって、モ
ニタされた個々のパイロットの信号強度を測定することができ、互いに比較することがで
きる。６０６において、受信情報に基づいて、最も強いパイロットが１次パイロットか２
次パイロットかどうかに関して識別を遂げることができる。実例に従って、情報は、ＰＤ
Ｒ（例えば、最も強いパイロットに対応する基地局から受信された）の一部として得るこ
とができる。６０８において、最も強いパイロットが２次であると識別される時、最も強
いパイロットに対応する関連する１次パイロットをＰＤＲマッピングに基づいて決定する
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ことができる。６１０において、関連する１次パイロットにハンドオフを遂げることがで
きる
　実施例として、モバイルデバイスがアイドル状態にあるとき、最も強いパイロットが２
次パイロットであると識別される場合、最も強い測定されたパイロットと関係する１次パ
イロットの第２の周波数帯を決めることができる。さらに、選択は、第２の周波数帯上の
対応する１次パイロットからページを受信し登録するために為され得る。
【００５１】
　別の実例によれば、パイロット探索が接続状態で生じる場合がある。したがって、最も
強いパイロットはネットワークに報告することができる。最も強いパイロットが１次パイ
ロットならば、ネットワークはアクティブセットに１次パイロットを加えることができる
。しかしながら、最も強いパイロットが２次パイロットならば、ネットワークはアクティ
ブセットに２次パイロットを送信した基地局の１次パイロットを加えることができる。さ
らに、他の強いパイロットは、ネットワークに同様に報告され得る。それはその後　本質
的に同様の仕方でアクティブセットに加えることができる。
【００５２】
　アクティブセットに対して１次パイロットを加えると、接続状態にある間、高速スイッ
チングを遂げることができる。例えば、決定は、信号強度に基づいて、異なる基地局にハ
ンドオフするようになすことができる。さらに実例として、第１の周波数帯上で第１の基
地局と通信している間、２次パイロットを第１の周波数帯上で第２の基地局から測定する
ことができる。２次パイロットが十分に強い場合、ハンドオフは、第２の周波数帯を使用
することに通信が切り替わるように、第２の基地局に遂げることができる。
【００５３】
　ここに説明された１つ以上の態様に従って、ハンドオフすること可能にするために１次
と２次パイロットを利用することに関して、推論（ｉｎｆｅｒｅｎｃｅ）を為すことがで
きることは認識されるだろう。ここに使用されるように、用語「推論する（ｉｎｆｅ）」
こと、または「推論（ｉｎｆｅｒｅｎｃｅ）」は、イベントおよび／またはデータを介し
て捕らえられるような１セットの観測から、システム、環境、および／またはユーザの状
態を推測すること、または　それらに関する推論するプロセスを一般に表す。推論は、特
定のコンテキストまたはアクションを識別するために使用することができるか、あるいは
、例えば、状態にわたって確率分布を発生することができる。推論は、蓋然論（ｐｒｏｂ
ａｂｉｌｉｓｔｉｃ）、つまりデータとイベントの熟考に基づいて対象の状態にわたる確
率分布の計算でありえる。推論は、さらに、１セットのイベントおよび／またはデータか
らより高いレベルのイベントを構成するのに使用される技法を表すことができる。そのよ
うな推論は、１セットの観測されたイベントおよび／または記憶されたイベントデータ、
イベントは、時間の近接において相関されるか、およびイベントとデータは１つあるいは
いくつかのイベントおよびデータソースから来るかどうか、からの新しいイベントまたは
アクションの構築を結果として生じる。
【００５４】
　実施例によれば、上に示された１つ以上の方法は、１次および２次パイロットを含んで
いるパイロットのセットから最も強いパイロットを選択することに関係する推論をなすこ
とを含むことができる。さらに実例として、推論は、共通の基地局に関連して複数の１次
パイロットが利用可能な時、どの１次パイロットを選択するか決めることに関係してなさ
れ得る。前の実施例は、本来実例であり、構成され得る推論の数、または、ここに説明さ
れた種々の実施形態および／または方法に関連してそのような推論がなされる手法、を制
限するようには意図されないことが認識されるだろう。
【００５５】
　図７は、無線通信システムにおいてハンドオフを行うために１次および２次パイロット
を利用することを容易にするモバイルデバイス７００の図である。モバイルデバイス７０
０は、例えば受信アンテナ（示されない）から信号を受信し、受信信号の上で典型的なア
クション（例えばフィルタ、増幅、ダウンコンバート、など）を行ない、およびサンプル
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を得るために調整された信号をデジタル化する受信機７０２を含む。受信機７０２は、例
えばＭＭＳＥ受信機であり得て、受信シンボルを復調することができ、チャネル推定のた
めにそれらをプロセッサ７０６に供給することができる復調器７０４を含むことができる
。プロセッサ７０６は、受信機７０２により受信された情報を分析する、および／または
送信機７１６による送信のために情報を生成するための専用のプロセッサ、モバイルデバ
イス７００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサ、および／または、受信機７０２
により受信した情報を分析することと送信機７１６による送信のために情報を発生するこ
との両方、およびモバイルデバイス７００の１つ以上の構成要素を制御するプロセッサ、
であり得る。
【００５６】
　モバイルデバイス７００は、プロセッサ７０６に効果的に結合され、送信されるデータ
、受信データ、分析されたパイロットに関連したデータ、および、ハンドオフを遂行する
べきかどうかを選択するために適当な他の任意の情報を格納することができるメモリ７０
８をさらに備えることができる。メモリ７０８は、さらに、１次および２次パイロットを
識別しモニタすること、および／または、それに関連する基地局へハンドオフすることに
関連したプロトコルおよび／またはアルゴリズムを格納することができる。さらに、メモ
リ７０８は、１つ以上の基地局から受信されたＰＤＲを保存することができる。
【００５７】
　ここに説明されたデータ・ストア（例えばメモリ７０８）が、揮発性メモリか非揮発性
メモリのいずれかであり得ること、または揮発性および非揮発性メモリの両方を含むこと
ができることは認識されるだろう。限定ではなく実例として、非揮発性メモリは、読み取
り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、ＥＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ
）、電気的消去・書込み可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）またはフラッシュ・メモリを含む
ことができる。揮発性メモリは、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）を含むことがで
きる。それは外部キャッシュメモリとして働く。限定ではなく実例として、ＲＡＭは、シ
ンクロナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤＲＡ
Ｍ（ＳＤＲＡＭ）、ダブル・データ・レートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、エンハ
ンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、Ｓｙｎｃｈｌｉｎｋ　ＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）お
よびダイレクトＲａｍｂｕｓ　ＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような多くの形式おいて使用可能
である。主題のシステムおよび方法のメモリ７０８は、制限されずに、これらおよび他の
適当な任意のタイプのメモリを含むように意図される。
【００５８】
　受信機７０２は、さらに、受信機７０２により得られたパイロットを評価するパイロッ
ト・モニタ７１０に効果的に結合される。パイロット・モニタ７１０は、特定の周波数帯
で通信された、利用可能なパイロット（例えば、１次、２次）を探すことができる。さら
に、パイロット・モニタ７１０は、受信パイロットに関連した信号強度を測定することが
できる。パイロット・モニタ７１０は、さらに、パイロットが１次パイロットか２次パイ
ロットかどうかを（例えば、受信ＰＤＲにおける情報に基づいて）識別することができる
。さらに、異なる周波数帯上の１次パイロットは、受信２次パイロットと関係している（
例えば、共通の基地局から送信された）ことを識別することができる。パイロット・モニ
タ７１０は、例えば、受信ＰＤＲからの情報に基づいてそのような識別を遂げることがで
きるさらに、パイロット・モニタ７１０は、測定された信号強度に基づいて、異なる基地
局にハンドオフを行うかどうかを決定するために分析を行なうことができる。パイロット
・モニタ７１０は、共通の周波数帯を介して得られた１次および２次パイロットを評価す
ることができる。それによって、従来の技法により共通するように他の周波数帯上でパイ
ロットを探している間、１つの周波数帯上の通信を停止することに関連した混乱を減少す
る。さらに、帯域幅チューナー７１２は、動作が生ずる周波数帯を変更することを可能に
することができる。例えば、帯域幅チューナー７１２は、第１の周波数帯を介して通信す
ることを中止し、第２の周波数帯による通信をイニシャライズ（例えば、パイロット・モ
ニタ７１０により決定された信号強度、および受信２次パイロットと関係していると識別
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された１次パイロットの周波数帯に基づいて）することができる。モバイルのデバイス７
００は、さらに、変調器７１４、および、例えば基地局、別のモバイルデバイス、などへ
信号を送信する送信機７１６を備える。プロセッサ７０６と分離されているように描かれ
ているが、パイロット・モニタ７１０、帯域幅チューナー７１２、および／または変調器
７１４は、プロセッサ７０６の一部あるいは多くのプロセッサ（示されない）でありえる
ことは認識されるべきである。
【００５９】
　図８は、無線通信環境において１次および２次パイロットを発生することを容易にする
システム８００の実例である。システム８００は、複数個の受信アンテナ８０６を通して
１つ以上のモバイルデバイス８０４からの信号を受信する受信機８１０と、送信アンテナ
８０８を通して１つ以上のモバイルデバイス８０４に送信する送信機８２２を有する基地
局８０２（例えばアクセス・ポイント、…）を備える。受信機８１０は、受信アンテナ８
０６から情報を受信することができ、受信情報を復調する復調器８１２に効果的に組み合
わせられている。復調されたシンボルは、図７に関して上に説明されたプロセッサに似て
いるかもしれないプロセッサ８１４により分析される。そして、それは、パイロットの発
生と関係する情報、モバイルデバイス８０４（または異なる基地局（示されない））に送
信されるか、またはそれから受信されるデータ、および／または、ここに述べられた種々
のアクションおよび種々の機能を行なうことに関係する任意の他の適当な情報を格納する
メモリ８１６に結合される。プロセッサ８１４は、さらに、モバイルデバイス８０４に送
信することができるパイロットを構築するパイロット発生器８１８に結合されている。パ
イロット発生器８１８は、ここに説明されるようなモバイルデバイス８０４に伝えられる
１次パイロットおよび２次パイロットを生み出す。
【００６０】
　パイロット発生器８１８は、効果的に各パイロットに対応するＰＤＲに含められる情報
および／またはＰＤＲを得る（例えば、生成する、メモリから検索する、…、）パイロッ
ト明細報告器（ｐｉｌｏｔ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ｒｅｐｏｒｔｅｒ）８２０に結合
することができる。さらに、パイロット明細報告器８２０（および／またはパイロット発
生器８１８）は、変調器８２２にパイロットおよび／またはＰＤＲを供給することができ
る。変調器８２２は、モバイルデバイス８０４にアンテナ８０８を通して送信機８２６に
より送信するためにパイロットおよび／またはＰＤＲ（ｓ）を多重化することができる。
プロセッサ８１４と切り離されているように描かれているが、パイロット発生器８１８、
パイロット明細報告器８２０、および／または変調器８２２は、プロセッサ８１４の一部
または多くのプロセッサ（示されない）でありえることは認識されるべきである、
　図９は、実例の無線通信システム９００を示す。無線通信システム９００は、簡潔さの
ために、１つの基地局９１０と１つのモバイルデバイス９５０を描いている。しかしなが
ら、システム９００が、１つより多くの基地局および／または１つより多くのモバイルデ
バイスを含むことができることは認識されるべきである。そこにおいて、付加的な基地局
および／またはモバイルデバイスは、以下に説明される実例の基地局９１０およびモバイ
ルデバイス９５０と実質的に類似しているかもしれないし、異なっているかもしれない。
さらに、基地局９１０および／またはモバイルデバイス９５０が　それらの間の無線通信
を容易にするためにここで説明されたシステム（図１－４、７－８および１０－１１）お
よび／または方法（図５－６）を使用することができることは認識されるべきである。
【００６１】
　基地局９１０では、多くのデータ・ストリームのトラフィックデータは、データソース
９１２から送信（ＴＸ）データプロセッサ９１４に供給される。実施例に従って、各デー
タ・ストリームは、それぞれのアンテナを通して送信することができる。ＴＸデータプロ
セッサ９１４は、符号化データを供給するためにそのデータ・ストリームのために選択さ
れた特定の符号化方式に基づいてトラフィックデータ・ストリームをフォーマットし、符
号化し、インターリーブする。
【００６２】
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　各データ・ストリームの符号化データは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）技法を使
用して、パイロット・データと多重化することができる。付加的にまたは択一的に、パイ
ロットシンボルは、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、時分割多重化（ＴＤＭ）または符号分
割多重化（ＣＤＭ）され得る。パイロット・データは、一般に既知の方式で処理され、チ
ャネル応答を推論するためにモバイルデバイス９５０で使用することができる既知のデー
タパターンである。各データ・ストリームの多重パイロットおよび符号化データは、変調
シンボルを供給するためにそのデータ・ストリームのために選択された特定の変調方式（
例えば２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ－位相偏移変調（
Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ－直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ）、など）に基づいて、変調（例えばシン
ボルマッピング）され得る。各データ・ストリームのデータレート、符号化、および変調
は、プロセッサ９３０により実行されるか供給される命令により決めることができる。
【００６３】
　データ・ストリームの変調シンボルは、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０に供給するこ
とができる。それはさらに変調シンボル（例えばＯＦＤＭの）を処理することができる。
【００６４】
次に、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０は、ＮＴ個の変調シンボル・ストリームをＮＴ個
の送信機（ＴＭＴＲ）９２２ａないし９２２ｔに供給する。種々の実施形態において、Ｔ
Ｘ　ＭＩＭＯプロセッサ９２０は、データ・ストリームのシンボル、およびシンボルが送
信されているアンテナにビームフォーミングウェイト（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ　ｗｅｉ
ｇｈｔｓ）を適用する。
【００６５】
　各送信機９２２は、１つ以上のアナログ信号を供給するためにそれぞれのシンボル・ス
トリームを受信および処理する。そして、さらに、ＭＩＭＯチャネル上の送信として適切
な変調信号を供給するためにアナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタ、およびアッ
プコンバート）する。さらに、送信機９２２ａないし９２２ｔのＮＴ個の変調信号は、そ
れぞれＮＴ個のアンテナ９２４ａないし９２４ｔから送信される。
【００６６】
　モバイルデバイス９５０において、送信された変調信号は、ＮＲ個のアンテナ９５２ａ
ないし９５２ｒにより受信される。そして、各アンテナ９５２からの受信信号は、それぞ
れ、受信機（ＲＣＶＲ）９５４ａないし９５４ｒに供給される。各受信機９５４は、それ
ぞれの信号を調整（例えばフィルタ、増幅、およびダウンコンバート）し、サンプルを供
給するために調整された信号をデジタル化し、さらに対応する「受信された（ｒｅｃｅｉ
ｖｅｄ）」シンボル・ストリームを供給するためにサンプルを処理する。
【００６７】
　Ｒｘデータプロセッサ９６０は、ＮＴ個の「検出された（ｄｅｔｅｃｔｅｄ）」シンボ
ル・ストリームを供給するために特定の受信機処理技法に基づいて、ＮＲ個の受信機９５
４からＮＲ個の受信シンボル・ストリームを受信し処理することができる。Ｒｘデータプ
ロセッサ９６０は、データ・ストリームのトラフィックデータを再生するために各検出さ
れたシンボル・ストリームを復調し、デインターリーブし、デコードすることができる。
Ｒｘデータプロセッサ９６０による処理は、基地局９１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ９２０およびＴＸデータプロセッサ９１４により行なわれるそれに対して相補的であ
る。
【００６８】
　プロセッサ９７０は、上に説明されたような利用するべき使用可能なテクノロジーを周
期的に決定することができる。さらに、プロセッサ９７０は、マトリックスインデックス
部分およびランク値部分を含むリバース・リンク・メッセージを作成する（ｆｏｒｍｕｌ
ａｔｅ）ことができる。
【００６９】
　リバース・リンク・メッセージは、通信リンクおよび／または受信データ・ストリーム
に関する種々のタイプの情報を含むことができる。リバース・リンク・メッセージは、デ
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ータソース９３６からの多くのデータ・ストリームのトラフィックデータを受信するＴＸ
データプロセッサ９３８により処理し、変調器９８０により変調し、送信機９５４ａない
し９５４ｒにより調整され、そして基地局９１０へ逆に送信することができる。
【００７０】
　基地局９１０では、モバイルデバイス９５０からの変調された信号は、アンテナ９２４
により受信され、受信機９２２により調整され、復調器９４０により復調され、モバイル
デバイス９５０により送信されたリバース・リンク・メッセージを抽出するためにＲｘデ
ータプロセッサ９４２により処理される。さらに、プロセッサ９３０は、ビームフォーミ
ングウェイトを決めるために、どのプリコーディング・マトリクス（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ
　ｍａｔｒｉｘ）を使用するか決めるために抽出されたメッセージを処理することができ
る。
【００７１】
　プロセッサ９３０および９７０は、基地局９１０およびモバイルデバイス９５０におけ
る動作をそれぞれ指示（例えば、制御、調整、管理など）することができる。それぞれの
プロセッサ９３０および９７０は、プログラムコードとデータを格納するメモリ９３２お
よび９７２に組み合わせることができる。プロセッサ９３０および９７０は、さらに、ア
ップリンクとダウンリンクの周波数とインパルス応答の推定値を導き出すためにそれぞれ
演算を行なうこともできる。
【００７２】
　ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコードまたは
それらの任意の組み合わせで、ここに説明された実施形態をインプリメントすることがで
きることは理解されるべきである。ハードウェア・インプリメンテーションについて、処
理装置は、１つ以上の特定用途向けＩＣ（アシックス）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、デジタル信号処理装置（ＤＳＰＤ）、プログラム可能論理回路（ＰＬＤ）、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロ・
コントローラ、マイクロプロセッサ、ここに説明された機能を行なうことを目指した他の
電子ユニットまたはそれらの組み合わせの内でインプリメントすることができる。
【００７３】
　実施形態がソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェアまたはマイクロコード、プロ
グラムコードまたはコードセグメントにおいてインプリメントされるとき、それらは、記
憶構成要素のような機械可読媒体に格納することができる。コードセグメントは、手続き
、関数、サブプログラム、プログラム、ルーチン、サブルーチン、モジュール、ソフトウ
ェア・パッケージ、クラス、または命令、データ構造またはプログラム文の任意の組み合
わせを表すことができる。コードセグメントは、情報、データ、アーギュメント、パラメ
ータまたはメモリ内容を渡し、および／または受信することにより、別のコードセグメン
トまたはハードウェア回路に対して結合されているかもしれない。情報、アーギュメント
、パラメータ、データ、などは、メモリ共有、メッセージ・パッシング、トークン・パッ
シング、ネットワーク伝送、などを含む任意の適当な手段も使用して、渡され、転送され
、または送信される。
【００７４】
　ソフトウェア・インプリメンテーションについて、ここに説明された技法は、ここに説
明された機能を行なうモジュール（例えば手続き、関数など）によりインプリメントする
ことができる。ソフトウェアコードは、記憶装置に格納され、プロセッサにより実行する
ことができる。記憶装置は、プロセッサ内にインプリメントされるか、またはプロセッサ
の外部にインプリメントされる。その場合には、技術において知られている種々の手段を
介して、それはプロセッサに通信できるように結合される。
【００７５】
　図１０を参照すると、無線通信環境においてハンドオフを向上させるためにパイロット
通信することを可能にするシステム１０００が示される。例えば、システム１０００は、
基地局内に少なくとも部分的に存在することができる。システム１０００が、プロセッサ
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、ソフトウェアまたはそれらの組み合わせ（例えばファームウェア）によりインプリメン
トされた機能を表す機能的ブロックでありえる機能ブロックを含んでいるように表される
ことは、認識されるべきである。システム１０００は、結合して働くことができる電気的
構成要素の論理的なグルーピング１００２を含んでいる。例えば、論理的なグルーピング
１００２は、データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅
上で１次パイロットを送信するための電気的構成要素を含むことができる１００４。さら
に、論理的なグルーピング１００２は、基地局のために動作するデータ・チャネルを欠い
ている、第２の帯域幅上で２次パイロットを送信するための電気的構成要素を含むことが
できる１００６。さらに、論理的なグルーピング１００２は、各パイロットが１次または
２次であるかを識別する情報を送信するための電気的構成要素を含むことができる１００
８。例えば、情報は、各パイロットに関連したＰＤＲに含まれ得る。さらに、システム１
０００は、電気的構成要素１００４、１００６および１００８に関連した機能を実行する
ための命令を保存するメモリ１０１０を含むことができる。メモリ１０１０の外側にある
ように示されているが、電気的構成要素１００４、１００６および１００８の１つ以上が
メモリ１０１０内に存在することができることは、理解されるべきである。
【００７６】
　図１１に移って、無線通信環境において１次および２次パイロットを利用してハンドオ
フを可能にするシステム１１００が示される。システム１１００は、例えば、モバイルデ
バイス内に少なくとも部分的に存在することができる。描かれるように、システム１１０
０は、プロセッサ、ソフトウェアまたはそれらの組み合わせ（例えばファームウェア）に
よりインプリメントされた機能を表すことができる機能ブロックを含んでいる。システム
１１００は、結合して働くことができる電気的構成要素の論理的なグルーピング１１０２
を含んでいる。論理的なグルーピング１１０２は、１つより多くの基地局から１セットの
パイロットを得るための電気的構成要素を含むことができ、ここでパイロットのセットは
、少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロットを含んでいる
１１０４。さらに、論理的なグルーピング１１０２は、セットで得られた各パイロットに
関連する信号強度を測定するための電気的構成要素を含むことができる１１０６。例えば
、最も高い関連する信号強度を持ったパイロットを決めることができる。さらに、論理的
なグルーピング１１０２は、受信情報に基づいて得られたパイロットが１次か２次かどう
かを決定するための電気的構成要素を含むことができる１１０８。受信情報は、例えば、
１つ以上のＰＤＲに含まれ得る。さらに、システム１１００は、電気的構成要素１１０４
、１１０６および１１０８に関連する機能を実行するための命令を保存するメモリ１１１
０を含むことができる。メモリ１１１０の外側にあるように示されているが、電気的構成
要素１１０４、１１０６および１１０８がメモリ１１１０内に存在することができること
は、理解されるべきである。
【００７７】
　上に説明されたものは、１つ以上の実施形態の例を含んでいる。前述の実施形態を説明
する目的のための方法または構成要素のすべての考えられる組み合わせを説明することは
、もちろん、可能ではない。しかし、当業者は、種々の実施形態の多くのさらなる組み合
わせおよび置換がありえることを認識することができる。従って、説明された実施形態は
、添付された請求項の精神および範囲内にあるような変更、修正、および変形をすべて包
含するように意図される。更に、用語「含んでいる（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」が詳細な説明
または請求項のいずれかにおいて使用される範囲で、そのような用語は、請求項において
暫定的な単語として使用されるとき、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」として用語「含
む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」が解釈されるのと同様に包括的であるように意図される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　データ・チャネルを動作させるために基地局により利用される第１の周波数帯
上で１次パイロットを送信することと、
　前記基地局のために動作するデータ・チャネルを欠いている、第２の周波数帯上で２次
パイロットを送信することと、
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　パイロットが１次か２次かどうかをモバイルデバイスに示す情報を伝えること、
　を含む、無線通信環境において異なる周波数帯上でパイロットを通信することを容易に
する方法。
［Ｃ２］　第１の周波数帯は、前記基地局に関連した１次チャネル（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ　）である、Ｃ１の方法。
［Ｃ３］　前記情報を伝えることは、さらに、前記パイロットが１次か２次かに関係する
データを含んでいるパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒ
ｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を送信することを含む、Ｃ１の方法。
［Ｃ４］　前記ＰＤＲは、各パイロットの前記基地局により送信された多くのパイロット
の少なくとも１つ、前記パイロットの識別子、周波数帯、前記パイロットが１次か２次か
、通信する前記１次パイロットのチャンネル帯域への２次パイロットのチャンネル帯域と
パイロットＩＤ（ｐｉｌｏｔＩＤ）のマッピング、前記パイロットの送信パワー、または
前記パイロットに関する他の物理層情報、を含んでいる、Ｃ１の方法。
［Ｃ５］　制御チャンネルまたはデータ・チャネルの少なくとも１つを介して前記モバイ
ルデバイスへ前記ＰＤＲを送信することをさらに含む、Ｃ４の方法。
［Ｃ６］　パイロット隣接レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：Ｐ
ＮＲ）を形成するべく、少なくとも１つの異なるＰＤＲに結合するために、近隣の基地局
へ前記ＰＤＲを転送することをさらに含む、Ｃ４の方法。
［Ｃ７］　前記１次パイロットまたは前記２次パイロットの少なくとも１つはビーコンで
ある、Ｃ１の方法。
［Ｃ８］　前記第１の周波数帯および前記第２の周波数帯は同じバンドクラス（Ｂａｎｄ
Ｃｌａｓｓ）の内の異なるチャネルである、Ｃ１の方法。
［Ｃ９］　第１の周波数帯および第２の周波数帯は異なるバンドクラス（ＢａｎｄＣｌａ
ｓｓ）の上のチャネルである、Ｃ１の方法。
［Ｃ１０］　第１の周波数帯上で第１のパイロットを転送すること、第２の周波数帯上で
第２のパイロットを転送すること、前記第１のパイロットが１次パイロットであることを
示す情報を転送すること、および前記第２のパイロットが２次パイロットであることを示
す情報を転送すること、そこにおいて、基地局に対するデータ・チャネルは、前記第１の
周波数帯を使用し、第２の周波数から欠けている、に関係する命令を保存するメモリ、
　前記メモリにおいて保存された前記命令を実行するように構成されたメモリに結合され
たプロセッサ、
　を備える、無線通信装置。
［Ｃ１１］　前記メモリは、さらに、前記第１のパイロットが前記１次パイロットである
ことを示す情報、または前記第２のパイロットが前記２次パイロットであることを示す情
報の少なくとも１つを含んでいるパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を転送することと関係する命令を保存する、Ｃ１０の
無線通信装置。
［Ｃ１２］　前記メモリは、さらに、制御チャンネルまたはデータ・チャネルの少なくと
も１つを介してモバイルデバイスに前記ＰＤＲを転送することに関係する命令を保存する
、Ｃ１１の無線通信装置。
［Ｃ１３］　前記メモリは、少なくとも１つの近隣の基地局から少なくとも１つの異なる
ＰＤＲを得ること、および前記少なくとも１つの異なるＰＤＲにパイロット隣接レコード
（Ｐｉｌｏｔ　Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＮＲ）を形成するためにＰＤＲを結
合させることに関係する命令をさらに保存する、Ｃ１１の無線通信装置。
［Ｃ１４］　前記ＰＤＲは、さらに、前記第１のパイロットが前記第２のパイロットと関
係しているという表示を含む、Ｃ１１の無線通信装置。
［Ｃ１５］　データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅
上で１次パイロットを送信するための手段と、
　前記基地局のために動作するデータ・チャネルを欠いている、第２の帯域幅上で２次パ
イロットを送信するための手段と、
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　各パイロットがそれぞれ１次であるか２次であるかを識別する情報を送信するための手
段、
　を備える、無線通信環境においてハンドオフを向上させるためにパイロットを通信する
ことを可能にする無線通信装置。
［Ｃ１６］　各パイロットが、それぞれ１次であるか２次であるかを識別する情報を含ん
でいるパイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：
ＰＤＲ）を送信するための手段、前記ＰＤＲは、さらに対応する１次および２次パイロッ
トに対する物理層情報のマッピングも含んでいる、
　をさらに備えているＣ１５の無線通信装置。
［Ｃ１７］　制御チャンネルまたはデータ・チャネルの少なくとも１つを介してＰＤＲを
送信するための手段をさらに備える、Ｃ１６の無線通信装置。
［Ｃ１８］　パイロット隣接レコード（ＰＮＲ）を生み出すために、前記ＰＤＲを有する
近隣の基地局から１つ以上の異なるＰＤＲを組み立てるための手段をさらに備える、Ｃ１
６の無線通信装置。
［Ｃ１９］　前記ＰＤＲは、さらに、前記１次パイロットと前記２次パイロットが両方と
も前記基地局から生じるという表示を含む、Ｃ１６の無線通信装置。
［Ｃ２０］　データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅
上で１次パイロットを転送することと、
　前記基地局に関連して動作するデータ・チャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パ
イロットを転送することと、
　各パイロットが１次か２次かをモバイルデバイスに示すパイロット明細レコード（Ｐｉ
ｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を転送すること、
　のための機械実行可能命令をその上に格納した機械可読媒体。
［Ｃ２１］　前記機械実行可能命令は、さらに、制御チャンネルまたはデータ・チャネル
の１つ以上を介して前記ＰＤＲを転送することを含む、Ｃ２０の機械可読媒体。
［Ｃ２２］　前記機械実行可能命令は、さらに、パイロット隣接レコード（Ｐｉｌｏｔ　
Ｎｅｉｇｈｂｏｒ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＮＲ）を発生するために、１つ以上の異なるＰＤＲ
に結合するために、近隣の基地局へ前記ＰＤＲを転送することを含む、Ｃ２０の機械可読
媒体。
［Ｃ２３］　前記ＰＤＲは、さらに、１次パイロットと２次パイロットの関係を示す、Ｃ
２０の機械可読媒体。
［Ｃ２４］　無線通信システムにおいて、
　データ・チャネルを動作させるために基地局により使用される第１の帯域幅上で１次パ
イロットを送信する、
　基地局に関連した動作するデータ・チャネルを欠いている第２の帯域幅上で２次パイロ
ットを送信する、および、
　各パイロットが１次か２次かをモバイルデバイスに示すパイロット明細レコード（Ｐｉ
ｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を送信する、
ように構成されたプロセッサ、
　を備える装置。
［Ｃ２５］　共通の周波数帯上の異なる基地局からの１セットのパイロットをモニタする
こと、前記セットは少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロ
ットを含んでいる；
　最高の信号強度を持った前記モニタされたパイロットのセットからの最も強いパイロッ
トを決めること、および
　受信情報に基づいて前記最も強いパイロットが１次パイロットか２次パイロットかを識
別すること、
　を含む、無線通信環境内でハンドオフを可能にするためにパイロットを評価することを
容易にする方法。
［Ｃ２６］　前記最も強いパイロットを決めることは、
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　前記セットにおいて各パイロットの強さを測定すること、および　
　最も強いパイロットを識別するために前記測定された強さを比較すること、
　を含むＣ２５の方法。
［Ｃ２７］　前記最も強いパイロットが１次か２次かを示す情報を含んでいるパイロット
明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）を得るこ
とをさらに含む、Ｃ２５の方法。
［Ｃ２８］　アイドル状態で動作すること、および前記パイロットのセットを探索するこ
とをさらに含む、Ｃ２５の方法。
［Ｃ２９］　前記最も強いパイロットが、パイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓ
ｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）に含まれるマッピング情報の利用により２次
パイロットであると識別されるとき、前記最も強いパイロットと関係する対応する１次パ
イロットの第２の周波数帯を決めることと、
　前記第２の周波数帯上の対応する１次パイロットからのページを受信し登録するために
選択すること、
　をさらに含むＣ２８の方法。
［Ｃ３０］　接続状態において動作することをさらに含む、Ｃ２５の方法。
［Ｃ３１］　前記パイロットのセットを探索することと、
　前記最も強いパイロットをネットワークに報告すること、そこにおいて、前記最も強い
パイロットが１次パイロットであるとき前記ネットワークはアクティブセットに前記最も
強いパイロットを加える、および、前記最も強いパイロットが２次パイロットであるとき
、前記最も強いパイロットを送信した基地局の関連する１次パイロットを前記ネットワー
クは加える、前記関連する１次パイロットはパイロット明細レコード（ＰＤＲ）に含まれ
たマッピング情報に基づいて決定される、
　をさらに含む、Ｃ３０の方法。
［Ｃ３２］　アクティブセットにおけるそれぞれのパイロットを有する基地局間のスイッ
チングをさらに含む、Ｃ３０の方法。
［Ｃ３３］　前記共通の周波数帯を介して第１の基地局と通信することと、
　前記共通の周波数帯上の前記最も強いパイロットが第２の基地局からの２次パイロット
であることを決定することと、
　前記最も強いパイロットに対応する１次パイロットに関連した異なる周波数帯を通信が
使用するように切り替わるように、前記第２の基地局にハンドオフすること、
　をさらに含むＣ３２の方法。
［Ｃ３４］　複数の基地局からの１つの帯域幅上でパイロットをモニタすることと、
　前記パイロットの信号強度を測定することと、
　最も高い信号強度を持った特定のパイロットを決めることと、
　前記最も強いパイロットが、パイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）における情報に基づいて、１次か２次かを決定すること
、
　ここで、前記モニタされたパイロットは、少なくとも１つの１次パイロットおよび少な
くとも１つの２次パイロットを含んでいる、
　に関係する命令を保存するメモリ、および
　前記メモリに結合され、メモリにおいて保存された命令を実行するように構成されたプ
ロセッサ、
　を備える無線通信装置。
［Ｃ３５］　前記メモリは、さらに、アイドル状態において動作すること、および、前記
帯域幅上で通信される前記パイロットを探すこと、に関係する命令を保存する、Ｃ３４の
無線通信装置。
［Ｃ３６］　前記メモリは、さらに、前記最も強いパイロットが２次パイロットであるこ
とを決めること、第２の帯域幅上の異なる１次パイロットは最も強いパイロットに対応す
ることを判読すること、および前記第２の帯域幅上の前記異なる１次パイロットからペー
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ジを受信し登録することに関係する命令を保存する、Ｃ３５の無線通信装置
［Ｃ３７］　前記メモリは、接続状態で動作することに関係する命令をさらに保存する、
Ｃ３４の無線通信装置。
［Ｃ３８］　前記メモリは、さらに、前記パイロットを探すこと、および、アクティブセ
ットに加えるためにネットワークに選択されたパイロットに報告すること、前記選択され
たパイロットが１次パイロットであるとき前記ネットワークは前記アクティブセットに対
して前記選択されたパイロットを加え、そして、前記選択されたパイロットが２次パイロ
ットであるとき前記ネットワークは前記アクティブセットに異なる１次パイロットを加え
る、に関係する命令を保存する、Ｃ３７の無線通信装置。
［Ｃ３９］　前記メモリは、アクティブセットにおけるそれぞれのパイロットを有する基
地局間でのスイッチングに関係する命令をさらに保存する、Ｃ３７の無線通信装置。
［Ｃ４０］　前記メモリは、前記帯域幅を介して第１の基地局と通信すること、最も強い
パイロットが第２の基地局からの２次パイロットであることを決めること、および、前記
最も強いパイロットに対応する１次パイロットに関連した異なる帯域幅にスイッチするこ
とにより、第２の基地局にハンドオフすること、に関係する命令をさらに保存する、Ｃ３
９の無線通信装置。　
［Ｃ４１］　１つ以上の基地局から１セットのパイロットを得るための手段、前記パイロ
ットのセットは少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロット
を含んでいる、
　前記セットで得られたパイロットの各々に関連する信号強度を測定するための手段；　
および
　受信情報に基づいて得られたパイロットが１次か２次かを決定するための手段、
　を備える、無線通信環境において１次および２次パイロットを利用してハンドオフを可
能にする無線通信装置。
［Ｃ４２］　前記パイロットが１次か２次かを示す情報を含んでいるパイロット明細レコ
ード（ＰＤＲ）を得るための手段をさらに備える、Ｃ４１の無線通信装置。
［Ｃ４３］　アイドル状態において動作している間にパイロットを探すための手段をさら
に備える、Ｃ４１の無線通信装置。
［Ｃ４４］　測定信号の強度に基づいて最も強いパイロットを決めるための手段と、
　前記最も強いパイロットが２次パイロットであることを決めるための手段と、
　前記最も強いパイロットに対応する異なる周波数帯上の異なる１次パイロットを認識す
るための手段と、
　前記異なる周波数帯上の異なる１次パイロットからページを得て登録するための手段、
　をさらに備える、Ｃ４３の無線通信装置。
［Ｃ４５］　接続状態において動作するための手段をさらに備える、Ｃ４１の無線通信装
置。
［Ｃ４６］　アクティブセットに加えるためにネットワークに対して強いパイロットに報
告するため手段、
　前記強いパイロットが１次パイロットであるとき、前記ネットワークはアクティブセッ
トに対して強いパイロットを加える、および、
　前記強いパイロットが２次パイロットであるとき、前記ネットワークはアクティブセッ
トに対して異なる１次パイロットを加える、
　ここで、前記異なる１次パイロットは前記強い２次パイロットと関係する、
　をさらに備える、Ｃ４５の無線通信装置。
［Ｃ４７］　アクティブセットにおけるパイロット間でスイッチングするための手段をさ
らに備える、Ｃ４５の無線通信装置。
［Ｃ４８］　第１の周波数帯を介して第１の基地局と通信するための手段と、
　前記測定された信号の強度に基づいて最も強いパイロットを認識するための手段と、
　前記最も強いパイロットが第２の基地局からの２次パイロットであることを決めるため
の手段と、
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　前記最も強いパイロットと関係する１次パイロットに関連した第２の周波数帯にスイッ
チすることにより前記第２の基地局にハンドオフするための手段、
　をさらに備えることＣ４７の無線通信装置。
［Ｃ４９］　１つ以上の基地局から１つの周波数帯上の１セットのパイロットを得ること
、前記パイロットのセットは少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２
次パイロットを含んでいる、
　前記セットで得られたパイロットの各々に関連した信号強度を測定すること、および、
　前記得られたパイロットが、１次か２次かをパイロット明細レコード（ＰＤＲ）に含ま
れた情報に基づいて決定すること、
　のための機械実行可能命令をその上に格納した機械可読媒体。
［Ｃ５０］　前記機械実行可能命令は、アイドル状態で動作する間にパイロットを探すこ
とをさらに含む、Ｃ４９の機械可読媒体。
［Ｃ５１］　前記機械実行可能命令は、さらに、
　最も強いパイロットを決めるために測定信号の強度を比較することと、
　前記最も強いパイロットは、ＰＤＲに基づいて２次パイロットであることを決めること
と、
　前記最も強いパイロットに対応する第２の周波数帯上の異なる１次パイロットを識別す
ることと、
　前記第２の周波数帯上の異なる１次パイロットに基づいてページを得るために登録する
こと、
　を含む、Ｃ５０の機械可読媒体。
［Ｃ５２］　前記機械実行可能命令は、接続状態において動作することをさらに含む、Ｃ
４９の機械可読媒体。
［Ｃ５３］　前記機械実行可能命令は、アクティブセットに加えるために、ネットワーク
に強いパイロットを報告することをさらに含む、Ｃ５２の機械可読媒体。
［Ｃ５４］　前記機械実行可能命令は、さらに、アクティブセットにおけるパイロット間
のスイッチングを含む、Ｃ５２の機械可読媒体。
［Ｃ５５］　前記機械実行可能命令は、
　前記第１の周波数帯を介して第１の基地局と通信することと、
　前記測定信号の強度に基づいて最も強いパイロットを決めることと、
　前記最も強いパイロットは、第２の基地局により送信される２次パイロットであること
を決めることと、
　前記最も強いパイロットに対応する１次パイロットと関係する第２の周波数帯にスイッ
チすることにより第２の基地局にハンドオフすること、
　をさらに含む、Ｃ５４の機械可読媒体。
［Ｃ５６］　無線通信システムにおいて、
　複数個の基地局からの１つの帯域幅上でパイロットをモニタすること、前記パイロット
は少なくとも１つの１次パイロットおよび少なくとも１つの２次パイロットを含む、
　前記パイロットの信号強度を測定すること、
　最も高い信号強度を持った最も強いパイロットを決めること、および、
最も強いパイロットは、パイロット明細レコード（Ｐｉｌｏｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ
　Ｒｅｃｏｒｄ：ＰＤＲ）における情報に基づいて、１次か２次かを決定すること、
　のために構成されたプロセッサ、
　を備える装置。
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